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市税総額
40億

3,258万円

個人市民税
15億 5,550万円
（38.6％）

法人市民税
１億7,787万円
（4.4％）

固定資産税（土地）
５億7,063万円
（14.2％）

固定資産税（家屋）
８億3,328万円
（20.7％）

固定資産税（償却資産）
１億7,547万円（4.3％）

固定資産税（交付金）
3,917万円（1.0％）

軽自動車税
7,676万円（1.9％）

たばこ税
２億7,887万円（6.9％）

都市計画税（土地）
１億5,904万円（3.9％）

都市計画税（家屋）
１億6,599万円（4.1％）

■市税収入の内訳

　一般会計の歳入決算額は 180 億
4,224 万円で、前年度と比較して８億
218万円の増となりました。
　内訳をみますと、市税収入では個人
市民税が対前年度比１億 5,424 万円の
減、法人市民税が対前年度比 270 万
円の増、固定資産税が 4,070 万円の減
となったことから、市税全体では、前
年度と比べ１億 8,763 万円減の 40 億
3,258 万円となりました。
　地方交付税では、普通交付税が雇用
対策・地域資源活用臨時特例費の新設
などにより、対前年度比３億 3,513 万
円増の 43 億 7,927 万円、特別交付税
が 4,411万円増の８億 6,622 万円とな
り、地方交付税の総額は 52 億 4,549
万円となりました。

　市債では、臨時財政対策債の借入額
が対前年度比２億 7,139 万円の増、建
設事業の財源とする市債の借入額が
２億 7,410 万円の増、公的資金の繰上
償還の財源とする市債が 9,080 万円
の増となった一方で、平成 21年度に
３億 6,480 万円を借り入れた退職手当
債を借り入れなかったことから、市債
の借入総額は対前年度比２億 7,149 万
円増の16億 7,084 万円となりました。
　平成 22年度は基金の取り崩しをま
ったく行わなかったため、基金からの
繰入金は0円となっています。これは
昭和51年度以来34年ぶりとなります。
この結果、普通会計における積立基金
の残高は31億 5,903 万円となり、2年
連続の増額となりました。

歳入

4,224万円
180億

市税
40億 3,258万円
（22.3％）

繰越金
6億 4,572万円
（3.6％）

そのほか
（諸収入、分担金・負担金、

使用料・手数料、財産収入・寄附金）
9億 6,990万円
（5.4％）

地方交付税
52億 4,549万円
（29.1％）

国庫支出金
38億 3,368万円
（21.2％）

市債
16億 7,084万円
（9.3％）

県支出金
9億 7,924万円
（5.4％）

地方譲与税
1億 4,046円
（0.8％）

地方消費税交付金など
5億 2,433万円
（2.9％）

自主財源（31.3％）
依存財源（68.7％）

180億4，224万円
一般会計 歳入
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暮
ら
し
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

使
っ
た
お
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算

平成22年度

●問合先…財政課
　☎（２４６）６２３６

今
回
の
決
算
の
ペ
ー
ジ
は
、
８
月
に
職
場
体
験

で
市
役
所
を
訪
れ
た
折
尾
高
校
の
生
徒
さ
ん
が

デ
ザ
イ
ン
し
て
く
れ
た
ぬ
ん
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
だ
ぬ
ん
。

■プロフィール■
身長：きゅうり３本分。
体重：きゅうり３本分。
好きな食べ物：きゅうり。
中間市内に住むカッパ。
シャイだけど人懐っこい性
格。「ぬん」が口癖だぬん。

デザインに取り組む折尾高校のみなさん
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　一般会計の歳出決算額は173億6,393万円
で、前年度と比較して７億6,959万円の増と
なりました。
　総務費では、定額給付金事業が終了した
ことから対前年度比２億5,763万円減の18億
6,208万円となりました。
　民生費では、子ども手当の支給開始や医療
費無料化の対象年齢の引き上げ、ひとり暮ら
し高齢者等見守りネットワーク事業などの実
施により、対前年度比５億5,271万円増の78
億4,393万円となりました。
　衛生費では、各種保健事業や予防接種、環
境保全の推進のため合併処理浄化槽設置に
対する補助などを行いました。また、みなさ
んのご協力により、ごみ処理経費が3,307万
円の減額となり、衛生費総額では対前年度比
8,404万円減の12億5,566万円となりました。
　労働費では、地域の実情に合った雇用確
保対策を実施し、対前年度比1,462万円減の

4,235万円、農林水産業費では、地域交流セ
ンター・新鮮市場さくら館建設や農道整備
を行い、対前年度比２億4,251万円増の３億
5,832万円、商工費では、プレミアム付商品
券の発行などにより、対前年度比185万円増
の9,780万円となりました。
　土木費では、市内各所の道路改良事業や
ＪＲ中間駅へのエレベーター設置、筑豊電鉄
通谷駅踏切拡幅などを実施し、対前年度比
9,027万円減の12億8,529万円となりました。
　消防費では、消防団ポンプ車の購入や、全
国瞬時警報システム導入などを行い、対前年
度比62万円減の４億7,703万円となりました。
　教育費では、中学校武道場新築工事や小学校
太陽光発電設置事業などを実施し、対前年度比
３億3,799万円増の16億5,047万円となりました。
　公債費では、金利負担軽減を目的とした
繰上償還を実施したことにより対前年度比
8,544万円増の22億9,563万円となりました。

歳出

6,393万円
173億

民生費
78億 4,393万円
（45.2％）

公債費
22億 9,563万円
（13.2％）

総務費
18億 6,208万円
（10.7％）

教育費
16億 5,047万円
（9.5％）

土木費
12億 8,529万円
（7.4％）

衛生費
12億 5,566万円
（7.2％）

消防費
4億 7,703万円
（2.8％）

そのほか
（議会費、労働費、農林水産業費、
商工費、災害復旧費、予備費）

6億 9,384万円
（4.0％）

一般会計 歳出

173億6,393万円
積立金および地方債現在高（普通会計）

平成22年度末現在（万円） 住民一人当たり（万円）
積立金現在高 31億 5,903 約 7.0
地方債現在高 178 億 2,430 約 39.6

（平成23年３月末住民基本台帳人口44,987人）

地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行に伴
い、健全化判断比率、公営企業に係る資金不足比率の
公表が義務付けられています。健全化判断比率は、す
べてが早期健全化基準未満となり、資金不足比率も資
金不足額が生じた公営企業会計はありませんでした。

平成22年度健全化判断比率・資金不足比率

※（　）は早期健全化基準。

実質赤字
比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

赤字額なし
（13.40）

赤字額なし
（18.40）

15.9
（25.0）

143.9
（350.0）

（単位：％）■健全化判断比率

特別会計の
名称 水道事業会計 病院事業会計 公共下水道

事業特別会計
資金不足比率 不足額なし 不足額なし 不足額なし

（単位：％）■資金不足比率

■
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業

決
算
額　

１
億
１
、２
８
１
万
円

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
医
療
費
が
無
料

と
な
る
対
象
を
小
学
校
入
学
前
か
ら
小

学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
、
乳
幼
児
の
医

療
費
の
負
担
を
解
消
し
子
育
て
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

■�

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
新
鮮
市
場
さ

く
ら
館
建
設
事
業

決
算
額　

２
億
４
、７
９
６
万
円

　

垣
生
公
園
前
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・

新
鮮
市
場
さ
く
ら
館
を
建
設
し
、
周
辺

地
域
の
利
便
性
を
高
め
、
市
民
交
流
と

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

■
地
域
経
済
活
性
化
対
策
事
業

決
算
額　

490
万
円

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
商
工
会
議
所
と

連
携
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発

売
す
る
こ
と
で
、
地
元
商
店
な
ど
の
販

売
促
進
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
行
い
ま
し
た
。

■
学
校
教
育
施
設
整
備
事
業

決
算
額　

１
億
５
、０
９
１
万
円

　

耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
中
間
北
小

学
校
と
中
間
北
中
学
校
の
耐
震
補
強
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
底
井
野

小
学
校
と
中
間
北
小
学
校
に
太
陽
光
発

電
設
備
を
設
置
し
、
環
境
学
習
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
24
年
度

か
ら
の
武
道
必
修
化
に
備
え
て
市
内
全

中
学
校
に
武
道
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

■
二
タ
股
・
東
中
牟
田
線
道
路
改
良
事
業

決
算
額　

６
、２
２
６
万
円

　

西
部
地
域
の
道
路
改
良
工
事
を
行
い
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、

近
隣
工
業
団
地
の
基
盤
整
備
の
促
進
を

行
い
ま
し
た
。

■�

都
市
公
園
安
全
安
心
対
策
緊
急
総
合

支
援
事
業　

決
算
額
４
、４
１
５
万
円

　

垣
生
公
園
の
園
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
い
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
公

園
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
ま
し
た
。

平成 22 年度決算にかかる主な事業紹介

特別会計の決算状況
会計名 歳入（万円） 歳出（万円）

特別会計国民健康保険事業
53億 216

62 億 3,606
　　（単年度決算額）
　　（前年度繰上充用金）

（55億 312）
（7億 3,294）

住宅新築資金等特別会計
1,248

6 億 1,446
　　（単年度決算額）
　　（前年度繰上充用金）

（164）
（6億 1,282）

地域下水道事業特別会計 9,252 8,676
公共下水道事業特別会計 19億 9,135 19 億 8,862
老人保健特別会計 308 34
公共用地先行取得特別会計 675 675
介護保険事業特別会計 37億 7,877 37 億 1,901
　　保険事業勘定 37億 3,944 36 億 8,225
　　サービス事業勘定 3,933 3,676
後期高齢者医療特別会計 6億 4,695 6 億 3,485
※前年度繰上充用金とは、前年度の歳入不足額に対
して翌年度の歳入を繰り上げて充てることです。

（
内
訳
）

（
内
訳
）
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介
護
保
険
制
度
が
で
き
た
わ
け

　

介
護
保
険
制
度
が
で
き
る
ま
で

は
、
み
ん
な
「
介
護
は
家
庭（
家
族
）

の
問
題
」
っ
て
思
っ
て
た
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
。
で
も
、高
齢
化
が
進
ん
で
、

寝
た
き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
は

増
え
た
し
、
介
護
す
る
期
間
も
長

期
化
し
た
よ
ね
。
介
護
の
必
要
性

や
重
要
性
は
ど
ん
ど
ん
高
ま
っ
て
、

も
は
や
家
族
だ
け
で
対
応
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
た
ん
だ
。

　

介
護
者
の
高
齢
化
も
深
刻
。
高

齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
「
老

老
介
護
」
の
問
題
、
聞
い
た
こ
と

あ
る
よ
ね
。
そ
れ
に
、
主
に
家
庭

で
介
護
を
し
て
い
た
女
性
の
社
会

進
出
や
、
核
家
族
化
な
ど
で
、
家

族
だ
け
で
介
護
を
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
っ
た
ん
だ
。

　

そ
こ
で
、
介
護
を
家
族
だ
け
で

な
く
、
社
会
全
体
で
支
え
よ
う
っ

て
こ
と
で
、
介
護
保
険
制
度
が
つ

く
ら
れ
た
ん
だ
よ
。

介
護
保
険
制
度
と
は

　

簡
単
に
言
う
と
、
み
ん
な
が
心

配
し
て
い
る
介
護
の
問
題
を
国
民

み
ん
な
で
支
え
る
制
度
。
高
齢
者

自
身
も
、
現
役
世
代
も
、
費
用
を

負
担
し
合
っ
て
、
必
要
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ん

だ
。
介
護
保
険
の
財
源
は
、
国
・

都
道
府
県
・
市
町
村
負
担
が
50
％

で
、
残
り
50
％
を
介
護
保
険
料
が

担
っ
て
い
る
よ
。
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
利
用
料
の
１

割
負
担
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
ん
だ
。

中
間
市
の
現
状

　

中
間
市
で
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
人
が
年
々
増
加
し
て
い
る

ん
だ
。
介
護
保
険
制
度
が
で
き
た

　

介
護
保
険
と
い
う
言
葉
は
、
み

な
さ
ん
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。「
40
歳
に
な
っ

た
ら
介
護
保
険
料
が
引
か
れ
て
い

た
」「
65
歳
に
な
っ
た
ら
介
護
保

険
料
の
納
付
書
が
届
い
て
驚
い

た
」
と
い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

介
護
の
日
に
ち
な
み
、
今
回
は

介
護
保
険
に
つ
い
て
、
な
か
っ
ぱ

が
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

介護が必要になっても自分らしく安心して生活できるように、また家族の介護負担を
軽減するために、みんなで支えあう制度として平成 12 年４月にスタートした介護保
険制度は、今年で 11年目を迎えました。

Ｑ
．
な
ぜ
介
護
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て
も
保
険
料

は
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か
。

Ａ
．
介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
の

介
護
に
か
か
る
費
用
を
、
公
費
と

40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
保
険
料

で
ま
か
な
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。
も
し
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と

き
に
は
、
そ
の
費
用
の
９
割
が
保
険

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
医
療
保
険
と
同
様
に
、

収
入
が
少
な
い
人
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
な
い
人
も
、
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く

制
度
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
納
付
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
災
害
な
ど
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保

険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

Ｑ
．
何
歳
か
ら
介
護
保
険
料
を
支

払
う
の
で
す
か
。

Ａ
．
40
歳
か
ら
で
す
。
40
歳
か
ら

64
歳
ま
で
の
人
は
第
２
号
被
保
険

者
と
し
て
、
医
療
保
険
料（
国
民
健

康
保
険
税
・
社
会
保
険
料
な
ど
）と

一
緒
に
介
護
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

ま
す
。

　

65
歳
か
ら
は
、
第
１
号
被
保
険

者
と
し
て
、
医
療
保
険
料
と
分
離

さ
れ
個
別
に
中
間
市
に
支
払
う
方

法
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
と
聞
き
ま
し
た
が
、
私
は

納
付
書（
口
座
引
き
落
と
し
）に
よ

る
支
払
方
法
で
す
。
ど
う
し
て
で

す
か
。

Ａ
．
介
護
保
険
料
は
年
金
か
ら
の

天
引
き
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

ほ
か
の
市
町
村
か
ら
住
民
票
を
異

動
し
た
人
な
ど
は
、
年
金
か
ら
天

引
き
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

4

●問合先…介護保険課保険係☎（２４６）６２４３

な
か
っ
ぱ
に

ま
か
せ
る
ぬ
ん

介
護
保
険
の
こ
と

教
え
て

保
険
料
は

ど
う
な
っ
て
る
の

私
が
お
答
え
し
ま
す

介護保険課�松熊健太

なるほど
介護保険料



5 ●Nakama City Public Relations

平
成
12
年
度
は
約
17
億
円
だ
っ
た

給
付
費
も
平
成
22
年
度
は
約
35
億

円
に
ま
で
増
え
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

　

で
も
、
介
護
な
ん
て
必
要
な
い

と
思
っ
て
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
か
な
？
社
会
全
体
は
高
齢
化
し

て
、
元
気
な
人
だ
っ
て
、
い
つ
病
気

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
支
え

て
い
く
僕
ら
だ
っ
て
年
を
と
っ
て
い

く
…
。
本
当
に
介
護
が
必
要
に
な

っ
た
ら
、
将
来
が
不
安
だ
よ
ね
？

そ
れ
に
介
護
す
る
家
族
だ
っ
て
頑

張
り
す
ぎ
て
、
体
調
を
崩
す
こ
と

だ
っ
て
あ
る
ん
だ
よ
。

　

介
護
さ
れ
る
側
も
介
護
す
る
側

も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
か
ら
、
介
護
保
険
制
度

を
上
手
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い

な
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人

が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
。
そ
ん
な
社
会
を
築

く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
介
護
保

険
制
度
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

ご存じですか？

　11 月 11 日は「介護の日」です。これは、介護
についての理解と認識を深め、介護従事者や介
護サービス利用者・その家族を支えあい、交流
を促進するための日です。今年もこの「介護の
日」にちなみ、「おじいちゃんとおばあちゃんの
作品展」を開催しています。趣味で製作された
作品や、福祉・医療施設などでレクリエーション・
リハビリの一環で作成した作品を展示中です。
●期 日　11 月 22 日火まで
●時 間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※最終日は３時まで
●場 所　市役所本館１階ロビー　

ずっと、ずっと、元気です
力作ばかりの作品展　開催中

Ｑ
．
な
ぜ
毎
月（
毎
期
）の
金
額
が

増
減
す
る
の
で
す
か

Ａ
．
毎
月（
毎
期
）の
介
護
保
険
料

の
金
額
は
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
端
数
調
整
や
年
金

保
険
者
と
の
や
り
と
り
の
関
係
で

多
い
月
、少
な
い
月
と
あ
り
ま
す
が
、

一
年
間
の
介
護
保
険
料
は
所
定
の
金

額
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．
滞
納
す
る
と
ど
う
な
り
ま
す
か

Ａ
．
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
給

付
制
限
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

（
１
）納
期
を
１
年
以
上
過
ぎ
た
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
用
の
１
割
で
は
な
く
全
額
を
払
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
９
割
分
を
介

護
保
険
課
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
２
）納
期
を
１
年
６
か
月
以
上
過

ぎ
た
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、（
１
）の

９
割
分
の
払
い
戻
し
も
一
時
的
に
差

し
止
め
ら
れ
ま
す
。

（
３
）納
期
を
２
年
以
上
過
ぎ
た
滞

納
が
あ
る
場
合
は
、
滞
納
期
間
の

長
さ
に
応
じ
た
一
定
期
間
、
自
己
負

担
が
１
割
か
ら
３
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
納
期
か
ら
２
年
以
上
過
ぎ
た
介

護
保
険
料
は
時
効
と
な
り
、
納
め

よ
う
と
思
っ
て
も
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
納
付
は
義
務
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
被
保
険
者
本
人
に
納
付
の
義

務
が
あ
り
、
法
律
で
世
帯
主
や
配
偶

者
な
ど
の
ご
家
族
に
も
連
帯
し
て
納

付
の
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
保
険
料
は
税
の
控
除
に
な
り

ま
す
か

Ａ
．
介
護
保
険
料
は
所
得
税
・
住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
介
護
保
険
料
の
額
は
ど
う
や

っ
て
決
め
る
の
で
す
か
。

Ａ
．
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、

本
人
と
同
一
世
帯
員
の
課
税
状
況
や

収
入
に
基
づ
い
て
計
算
し
、
負
担
能

力
に
応
じ
て
７
つ
の
段
階
に
分
け
て

い
ま
す
。
保
険
料
は
市
区
町
村
ご

と
に
設
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
一
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
制
度
は
３
年
ご
と
に

見
直
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

今
年
は
そ
の
見
直
し
の
年
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の
周
り
の

「
介
護
」
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5 ●Nakama City Public Relations

み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て

い
る
ん
だ
ね

介
護
保
険
っ
て

大
事
な
こ
と
だ
ね

もっと知りたい介護保険

左から山本美枝子さん（浄花町）、横尾日出子さん
（小田ヶ浦二丁目）、島田キミエさん（浄花町）

11月11日は介護の日
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６
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
た
、
万

が
一
の
備
え
の
た
め
の
「
あ
ん
し
ん

見
守
り
情
報
キ
ッ
ト
」。
現
在
も
引

き
続
き
配
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の

と
き
を
考
え
て
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■
な
ん
の
た
め
に
備
え
る
の
？

　

救
急
活
動
に
必
要
な
情
報（
氏
名
・

緊
急
連
絡
先
・
か
か
り
つ
け
医
な
ど
）

を
あ
ら
か
じ
め
記
入
し
た
シ
ー
ト
を
、

専
用
の
容
器
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保

管
し
て
お
き
ま
す
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
の
場
合
に
、
救

急
隊
員
や
駆
け
付
け
た
人（
民
生
委

員
・
自
治
会
長
・
見
守
り
隊
な
ど
）が
、

日
ご
ろ
の
身
体
の
状
態
な
ど
を
確
認

し
た
り
、
家
族
や
身
内
の
人
に
連
絡

し
た
り
す
る
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

■
だ
れ
が
対
象
な
の
？

　

次
の
ど
ち
ら
か
に
当
て
は
ま
る
人

で
、
配
布
を
希
望
す
る
人
で
す
。
な

お
、
日
中
の
時
間
帯
だ
け
当
て
は
ま

る
人
も
対
象
で
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
の
65
歳
以
上
の
人

○
65
歳
以
上
の
人
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
で
生
活
し
て
い
る
人

■
費
用
は
？
申
し
込
み
方
法
は
？

　

無
料
で
す
。
配
布
申
請
書
へ
の
記

入
、
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

安全・安心に暮らす

②あんしん見守り情報キットを冷蔵庫に入れる
冷蔵庫のドアポケットの飲み物などを立
てるところに置いてください。
※迅速にキットを見つけられるよう、必ず
所定の位置に置いてください。

①あんしん見守り情報シートを保管容器に入れる
「あんしん見守り情報シート」に必要事
項を記入し、丸めて保管容器に入れ、
フタを閉めてください。

③目印のマグネットを冷蔵庫に貼る
キットを入れた冷蔵庫の正面に、マグネ
ット（磁石）のステッカーを貼ってくだ
さい。

④目印のシールを玄関の内側に貼る
ひとり暮らしの高齢者などが住んでい
るということがわからないように、外か
ら見えない場所に貼ってください。
※外側に貼っている場合は、貼り直してください。

あんしん見守り情報キットの使い方と注意点 生
活
に
安
心
を
備
え
る

あ
ん
し
ん
見
守
り
情
報
キ
ッ
ト

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤
独
死

や
閉
じ
こ
も
り
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

地
域
の
「
見
守
り
隊
」
に
よ
る
声
か

け
を
行
う
、「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が

始
ま
っ
て
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

■
な
ん
の
た
め
に
行
う
の
？

　

見
守
り
の
第
一
の
目
的
は
、
孤
独

死
の
防
止
で
す
。
二
次
的
な
効
果
と

し
て
、
地
域
で
孤
立
し
が
ち
な
高
齢

者
が
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
維
持

す
る
た
め
の
大
き
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
だ
れ
が
対
象
な
の
？

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
で
、
見
守
り
を
希
望
す
る
人
で

す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　

市
内
で
約
840
人
の
高
齢
者
が
見
守

り
を
希
望
し
、
約
500
人
の
見
守
り
隊

が
活
躍
し
て
い
ま
す（
９
月
末
現
在
）。

■
見
守
り
を
受
け
た
感
想

　
「
以
前
は
ひ
と
り
暮
ら
し
が
不
安

だ
っ
た
け
ど
、
定
期
的
に
会
い
に
来

て
い
た
だ
い
て
、
心
丈
夫
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」。

（
小
田
ヶ
浦
・
Ｏ
さ
ん
）

■
見
守
り
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
力
が

必
要
で
す
。
隊
員
と
し
て
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お元気ですか？見守りネットワーク

見守り隊による声か
けの様子。「お元気

ですか」と声を

かけて回っています
。

●問合先…介護保険課高齢者福祉係☎（２４６）６２７８

※保管容器やシールを破損した場合などは、ご連絡ください。

もっと知りたい介護保険

見
守
り
隊
は
、

必
ず
隊
員
証
を

携
帯
し
て
ま
す
よ

６
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市
税
と
国
保
税
に　
　
　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
か

納
め
忘
れ

滞納整理の流れ 納期限

督促
納付期限後 20日以内
に督促状を発送します。

催告
主に文書で自主納付をお願い
します。※催告なしに差し押
さえを行う場合があります。

財産調査
預金、給与、年金などの
財産を調査し、場合によっ
ては家宅捜索を行います。

差し押さえ
例：家、土地、車、
　　給与、預金など

公売・換価
差し押さえ財産を売却
（公売）し、現金化します。

税充当
滞納税が無くなるまで、
滞納処分を行います。

➡

➡

➡ ➡

➡ ➡
➡

　

納
期
限
内
に
税
を
納
付
し
た
人

と
納
付
し
な
か
っ
た
人
の
不
公
平

を
な
く
し
、
税
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中
間
市

で
は
法
律
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
本
来
の
姿
は
、
定
め
ら
れ
た

納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
付
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
市
税
を
滞
納

す
る
と
納
税
の
催
告
の
た
め
の
費
用

が
か
か
り
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た

市
税
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
納
期
限
内
の
自
主
納
付

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

地
方
税
法
第
326
条
な
ど
に
よ
り
、

納
期
限
内
に
納
付
が
な
い
と
延
滞
金

が
発
生
し
ま
す
。
延
滞
金
は
、
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
期
間

の
日
数
に
応
じ
て
、
年
14
・
６
％
が

加
算
さ
れ
ま
す（
た
だ
し
最
初
の
１

月
間
は
、
年
7.3
％
を
上
限
と
し
て
、

前
年
11
月
30
日
経
過
時
の
商
業
手
形

の
基
準
割
引
率
＋
４
％
で
す
）。

　

税
に
は
、
地
方
税
法
第
15
条
に

よ
り
、
病
気
や
災
害
、
事
業
不
振

な
ど
特
別
な
理
由
で
、
納
期
内
納

付
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
納
税

の
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

※
具
体
的
な
納
付
計
画
、
猶
予
期

間
、
担
保
提
供
な
ど
緩
和
措
置
に

は
、
あ
る
程
度
厳
し
い
条
件
が
あ

り
ま
す
。

市税などの滞納処分の強化に取り組んでいます

■差し押さえ状況（平成 22年実績）
○差し押さえ件数…約150件（うち車などの差し押さえ…６件、捜索…２件）
○差し押さえ金額…1,500 万円

車などのタイヤロック

タイヤロックとは…
差し押さえた車を運行させない
ための措置（国税徴収法第71条）
として車のタイヤ部分をロック
してしまうものです。税が完納
されなければ、引上げられ公売
となります（引上げ費用などは、
すべて滞納者負担になります）。

家宅捜索による差し押さえ

捜索とは…
強制的に滞納者宅に踏み込み、
財産の差し押さえを行います。
なお、滞納者の意思とは関係な
く実施され、裁判所の許可（令
状）も必要としません（国税徴収
法第 142 条）。

Ｑ
．
借
金
が
あ
る
の
で
払
え
な
い

Ａ
．
法
律
に
よ
っ
て
、
税
金
は
す

べ
て
の
債
務（
借
金
を
含
む
）に

優
先
す
る
と
定
め
て
あ
り
ま
す
。

個
人
の
債
務
よ
り
税
金
が
優
先

さ
れ
ま
す（
地
方
税
法
第
14
条
）。

Ｑ
．
い
き
な
り
差
し
押
さ
え
ら

れ
た
。
あ
ん
ま
り
で
は
な
い
か
？

Ａ
．
納
期
限
内
納
付
が
大
原
則

で
す
。
督
促
状
を
発
送
し
た
日

か
ら
10
日
を
経
過
し
た
と
き
は
、

「
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
明
示
し
て
あ
り
ま
す（
地

方
税
法
第
331
条
ほ
か
）

Ｑ
．
個
人
の
財
産
を
勝
手
に
調

べ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
で
は
？

Ａ
．
税
金
を
滞
納
す
る
と
、
国

税
徴
収
法
・
地
方
税
法
に
基
づ

き
、
財
産
す
べ
て
に
対
す
る
調

査
権
限
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の

権
限
に
よ
り
、
調
査
を
受
け
た

金
融
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
は

協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
財
産
調
査
は
個
人
情
報

保
護
法
に
一
切
抵
触
し
ま
せ
ん
。

●問合先…収納課滞納整理係☎（２４６）６２７５

納
税
・
滞
納
質
問
箱
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税
の
公
平
性

自
主
納
付

納
期
限
内
に
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、
早
目
の
納
税
相
談
を

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が

発
生
し
ま
す
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Information
からのお知らせ市
●問合先　総合まちづくり課

☎（２４６）６２３４「やすらぎイルミ in なかま」を開催

　

11
月
18
日
金
～
平
成
24
年
１

月
15
日
日
の
午
後
６
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で
、
上
蓮
花
寺
一
丁

目
の
や
す
ら
ぎ
通
り
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
し
ま
す
。

　

20
ｍ
の
光
の
ト
ン
ネ
ル
や
高

さ
６
ｍ
の
光
の
ド
ー
ム
な
ど
、

大
規
模
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

来
場
者
を
温
か
い
光
で
包
ん
で

く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
希
望
が
丘
高
等
学
校

の
生
徒
に
よ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し

た
創
作
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど
も

展
示
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、
や
す
ら
ぎ
通

り
に
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

～
な
か
ま
地
ビ
ー
ル
で

１
、０
０
０
人
乾
杯
～

●
期

日　

11
月
18
日
金

●
時

間

○
受
付
開
始
…
午
後
５
時
30
分

○
点
灯
…
午
後
６
時

○
乾
杯
…
午
後
６
時
30
分

●
場

所　

や
す
ら
ぎ
通
り

●
参
加
方
法　
「
な
か
ま
地
ビ
ー

ル
１
、０
０
０
人
乾
杯
チ
ケ
ッ

ト
」（
前
売
券
１
、０
０
０
円
、

当
日
券
１
、２
０
０
円
）が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
乾
杯
後
、「
新
世
代
の
博
多
演

歌
娘
」
那
珂
川
仁
美
さ
ん
の

ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

●問合先　こどもと福祉の課
☎（２４６）６２４８子ども手当の申請をお願いします

　

子
ど
も
手
当
に
関
す
る
新
し

い
法
律
が
成
立
し
、
支
給
要
件

な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
た
た

め
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
い
た
人
が
、
支
給
の

対
象
と
な
る
か
確
認
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
10
月

か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
認
定
請
求
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
切　

平
成
24
年
３
月

30
日
金

※
初
回
の
子
ど
も
手
当
の
支
給

は
、
平
成
24
年
２
月
の
予
定
で

す
。
平
成
24
年
２
月
支
給
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
平
成

23
年
12
月
22
日
木
ま
で
の
申
請

が
必
要
で
す
。

●
申
請
場
所　

こ
ど
も
と
福
祉

の
課

※
郵
送
に
よ
る
申
請
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。

●
子
ど
も
手
当
の
額（
平
成
23
年

10
月
分
～
平
成
24
年
３
月
分
）

○
３
歳
未
満
…

　
（
一
律
）１
５
、０
０
０
円

○
３
歳
～
小
学
校
卒
業（
12
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
）ま
で
の
第
１
子
、

第
２
子
…
１
０
、０
０
０
円

※
第
３
子
以
降
は
１
５
、０
０
０
円

○
中
学
生（
15
歳
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま

で
）
…

　
（
一
律
）１
０
、０
０
０
円

※
「
子
ど
も
」
と
は
、
18
歳
に
達

す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
子
ど
も
が
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
里
親
な
ど
に
預
け

て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、

子
ど
も
の
保
護
者
で
は
な
く
、

そ
の
施
設
の
設
置
者
や
里
親
な

ど
に
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

寄
附
を
受
け
付
け
ま
す

　

子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
支
給
を
受
け
ず
に
、
中

間
市
に
寄
附
し
、
子
育
て
支
援

の
事
業
へ
の
活
用
を
希
望
す

る
人
に
は
、
寄
附
を
行
う
手

続
き
が
あ
り
ま
す
。
関
心
が
あ

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
の
趣
旨
に

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の

社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
や

か
な
育
ち
を
応
援
す
る
と
い
う

趣
旨
の
も
と
に
支
給
す
る
も
の

で
す
。
子
ど
も
手
当
を
受
給
さ

れ
た
人
に
は
、
子
ど
も
手
当
の

趣
旨
に
従
っ
て
、
子
ど
も
手
当

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責

務
が
法
律
上
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

の
た
め
に
、
子
ど
も
の
将
来
を

考
え
、
有
効
に
用
い
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※写真はイメージです。
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Topic ＆ Information
中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１

　市内からあらゆる暴力を追放し、市民が
安全・安心に暮らせるまちづくりのために、

「平成 23 年度中間市暴力追放市民集会・中
間市防犯大会」を開催します。合同で開催
する初めての大会となりますので、多数の
みなさんのご参加をお待ちしています。
●日 時　11 月 14 日月・午後２時～
●場 所　なかまハーモニーホール
●�内 容　県警音楽隊を先頭に市内行進、

啓発活動など

　11 月は児童虐待防止推進月間です。子ど
もが健やかに成長していく日々を見守り、願
う中で、後悔したり悩んだりすることもある
と思います。子どもたちが可能性を発揮し成
長できるよう一緒に考えてみませんか。
●�日 時　11 月 29 日火・午前 10 時～ 11

時 50 分
●場 所　中央公民館
●テ ー マ　生命の輝きをはぐくんで
●�講 師　村田千代子さん（母子保健指導

センター「サン・ムラタ」所長））
●参 加 料　無料
※託児がありますので、希望者はご連絡く
ださい。

　視覚障がい者を対象としたつどいと相談
会を開催します。つどいでは当事者ならで
はの生活上の工夫や情報を交換し、相談会
では歩行訓練士などが個別に相談をお受け
します。
●期 日　11 月 24 日木
●時 間
○つどい…午前 10 時～正午
○相談会…午後１時～３時
●場 所　ハピネスなかま
●申 込 先　介護保険課

●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

子育て講演会を開催します

Information

●
問
合
先　

中
央
公
民
館　
　
　
　

 

☎
（
２
４
６
）
２
３
２
１

平
成
24
年
中
間
市
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　
「
平
成
24
年
中
間
市
成
人
式
」
を
開

催
し
ま
す
。
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
な

つ
か
し
い
あ
の
人
に
久
し
ぶ
り
に
会
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

平
成
24
年
１
月
８
日
日
・

正
午
～
（
受
付
開
始
午
前
10
時
30
分
）

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル

●
対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
～

　

平
成
４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
本
人
あ
て
に
12
月
中
旬
に
案
内
状
を

送
り
ま
す
。
案
内
状
が
当
日
の
「
受
付
・

記
念
品
引
換
券
」
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
市
外
転
出
者
で
、
本
人
が
参
加
を
希

望
す
る
場
合
は
、
家
族
が
市
内
に
在
住

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
当
日
は
託
児
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先　

上
下
水
道
局
工
務
課　

 

☎
（
２
４
６
）
６
２
６
３

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
を
！

　

ご
家
庭
に
あ
る
露
出
し
た
水
道
管
や

浅
い
所
に
埋
め
て
あ
る
水
道
管
、
太
陽

熱
温
水
器
な
ど
は
、
冬
の
寒
さ
で
凍
結

し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い

と
き
に
は
破
損
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
は
市
販
の
保
温
チ
ュ
ー
ブ
や

布
な
ど
で
保
護
を
し
て
凍
結
し
な
い
よ

う
に
し
、
太
陽
熱
温
水
器
は
事
前
に
水

を
抜
く
な
ど
、
早
め
に
冬
じ
た
く
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

天
気
予
報
に
注
意
し
、
氷
点
下
に
な

り
そ
う
な
と
き
や
冷
え
込
む
夜
は
、
ボ

イ
ラ
ー
な
ど
も
凍
結
し
な
い
よ
う
処
置

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

夜
間
の
水
道
管
の
凍
結
防
止
に
は
、

蛇
口
か
ら
微
量
の
水
を
垂
ら
す
の
も
有

効
で
す
。
も
し
も
水
道
管
が
凍
っ
た
場

合
は
、
露
出
部
分
な
ど
に
ぬ
る
ま
湯
を

か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
と
き
水
道
管
が
破
損
す
る
危
険
が

あ
る
の
で
、
け
っ
し
て
熱
湯
を
か
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

水
が
流
れ
だ

し
た
ら
管
の
破

損
が
な
い
か（
水

洩
れ
し
て
い
な

い
か
）の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
。

暴力追放市民集会・防犯大会を合同開催

●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

視覚障がい者のための情報交換会
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まち の
わ だ い

このコーナーでは楽しいイベントや
地域の話題などをお届けします。

第 33 回筑前中間やっちゃれ祭が、なかまハーモニーホ
ール開かれました。今年は西部市場から場所を移して
の開催。ステージイベントや出店など、大勢の人でにぎ
わいを見せました。第２回目となる市内６小学校区ごと
に手作りした「子ども山笠」では、西小校区が市長賞を
受賞。のぼり旗を元気な風にはためかせて行進しました。

やっちゃれ祭だ、わっしょい
10 月 16 日・第 33 回筑前中間やっちゃれ祭

市民のみなさんに緑化事業への理解を深めてもらうた
め、10 月 23 日に屋島公園で記念植樹祭が開催されまし
た。式典の直前まで降っていた雨もやみ、参加した 39
組の新生児親子は、植えられた月桂樹の前で、笑顔で
記念撮影をおこないました。月桂樹に負けないくらい、
すくすくと大きく育ってくださいね。

すくすくと大きく育ってね
10 月 23 日・第 25 回「緑の日」記念植樹祭

人権の花運動感謝状贈呈式が中間東小学校で行われま
した。ひまわりの花を種から育て、収穫した種を次の学
校に引き継いだ３年生の児童たち。石橋光さんは「ひま
わりを育ててみて、生き物を育てる大変さが分かった」、
白垣凜さんは「次の学校でも笑顔がいっぱいになったら
いいな」と感想を述べました。

花といっしょに笑顔も咲いたよ
10 月 27 日・人権の花運動感謝状贈呈式
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中間市は宮若市、嘉麻市とともに、大地震や洪水など
の大規模な災害が発生した場合の応援に関する協定を
国土交通省九州地方整備局と締結しました。これまで
は、福岡県を通じて応援の要請をしていましたが、今
回の協定により直接連携を取ることができ、迅速な対応
が可能となります。松下俊男市長は「１つの自治体では
困難なことを国や県と協力して、防災体制の強化に努
めていきたい」と話し、４者で固い握手を交わしました。

大規模な災害に備えて
10 月３日・「大規模災害時の応援に関する協定の締結」調印式

堀川まちおこし事業の一環として、なかまの環境を良く
する会、中間市建設協同組合、堀川周辺自治会などか
ら 100 人を超える人が参加し、堀川のいっせい清掃を
行いました。今回の清掃では、２トントラック１台分と
軽トラック１台分の空き缶などの家庭ごみが引き上げら
れました。地域のみなさんの協力により、年々ごみが減
ってきています。今後も、貴重な歴史的遺産である堀
川を守るため、ごみを捨てないようにしましょう。

堀川をきれいな川にしましょう
10 月８日・堀川いっせい清掃

曻
し ょ う ち

地三郎さんの講演会がなかまハーモニーホールで開
かれました。現在も講演会で世界を飛び回り、日本で
初めて障がい児のための学校を作った教育者として知
られる曻地さん。「自分の生きがいは人を驚かせること」
と語り、自身のお母さんの教えである「長生きをすれば
良いことがある」を実践、証明し続けています。講演で
は「笑顔」や「一口 30 回噛む」ことの大切さをユーモア
たっぷりに話し、会場には笑い声が絶えませんでした。

長生きをすれば良いことがある
10 月 18 日・世界一元気な 105 歳児	曻地三郎氏講演会

体育文化センターを中心とし、スポーツフェスタが行わ
れました。スポーツ少年団の入場行進で幕が開け、柔
道の演武や市内のグラウンドでソフトボールの試合など
が行われました。綱引きでは小学生の部と一般の部で
熱戦が繰り広げられ、一般の部ではチーム南中ワイルド
深坂ズが優勝。リーダーの西川裕貴さん（深坂一丁目）
は、額に汗を光らせながら「同級生の友達と参加しまし
た」と語り、仲間と優勝の喜びを分かち合いました。

体力には自信あり
10 月９日・なかまスポーツフェスタ 2011
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はばたけ！市民活動
～ちいさな力を集めて、まちづくり～

●問合先　ボランティアセンター☎（２４６）２１８４

エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
へ
の
参
加

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

全
国
環
境
月
間
の
６
月
12
日
、
市

民
環
境
会
議
「
な
か
ま
の
環
境
を
良

く
す
る
会
」
主
催
で
、
６
回
目
と
な

る
「
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー
や
っ
ち
ゃ
れ

エ
コ
ラ
イ
フ
！
２
０
１
１
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
を
参
考
に
、
こ
ど
も
た
ち
や
家

族
が
、
一
日
の
生
活
を
エ
コ
ラ
イ
フ

項
目
ご
と
に
振
り
返
り
、
環
境
の
こ

と
や
温
暖
化
の
主
な
原
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
い
て

考
え
話
し
合
い
、
毎
日
の
生
活
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
集

計
し
た
結
果
、
５
、０
９
７
人
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
減
ら

す
こ
と
が
で
き
た
二
酸
化
炭
素
の

量
は
、「
い
つ
も
」
取
り
組
ん
で
い

る
エ
コ
ラ
イ
フ
項
目
の
合
計
で
約
381

㎏
、「
き
ょ
う
」
取
り
組
ん
だ
項
目

の
合
計
で
約
76
㎏
、
総
計
で
約
457
㎏
。

こ
の
削
減
量
は
、
中
間
市
全
世
帯（
約

２
万
世
帯
）が
一
斉
に
テ
レ
ビ
を
約

43
分
間
消
し
た
と
き
の
量
に
相
当
し

ま
す
。

■
エ
コ
ラ
イ
フ
で
二
酸
化
炭
素
を

　

減
ら
そ
う

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
全
国
的
に
電
力
供
給
不
足
が
懸

念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
夏
場
に
ま
す

ま
す
節
電
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要

性
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
間
市
で
も
、
将
来
、
家

庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
節
電
、
節
水
な
ど
の
省
エ
ネ
や
、

ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る
、
減
量
す

る
な
ど
、
身
近
に
気
が
つ
く
と
こ
ろ

か
ら
エ
コ
ラ
イ
フ
を
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
を

　

一
部
紹
介
し
ま
す

○
週
２
回
ノ
ー
テ
レ
ビ
デ
ー
を
作
る

こ
と
を
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
た

（
小
６
家
族
）

○
や
っ
ち
ゃ
れ
エ
コ
ラ
イ
フ
に
５
年

間
参
加
し
て
、
低
学
年
の
と
き
は

あ
ま
り
守
れ
な
か
っ
た
が
、
高
学

年
に
な
っ
て
少
し
ず
つ
守
れ
て
き

て
う
れ
し
か
っ
た（
小
５
女
子
）

○
い
つ
も
車
で
行
く
ス
ー
パ
ー
へ
30
分

歩
い
て
行
き
ま
し
た（
小
２
家
族
）

○
こ
の
シ
ー
ト
を
持
っ
て
帰
っ
た
日

か
ら
手
の
届
く
明
か
り
を
す
ぐ
消

す
よ
う
に
な
り
、「
も
っ
た
い
な

い
」
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た（
小
１
家
族
）

○
小
学
生
と
中
学
生
の
「
車
に
乗
ら

ず
歩
い
た
」
の
排
出
量
の
数
値
が

な
ぜ
違
う
の
で
す
か（
小
６
家
族
）

　

回
答
：
こ
れ
は
、
小
学
生
の
「
車

に
乗
ら
ず
、
歩
い
た
」
の
項
目
は
、

小
学
１
年
生
を
基
準
と
し
て
、
10

分
で
歩
け
る
距
離
を
中
高
生
・
大

人
の
半
分
の
距
離
と
み
な
し
て
算

出
し
て
い
ま
す
。

強
引
な
浄
水
器
の
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

■
事
例　
「
水
道
局
の
者
で
す
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
く
だ
さ
い
」
と
電

話
が
あ
っ
た
。「
水
道
料
金
は
ど
れ
く

ら
い
か
」「
水
を
買
っ
て
い
る
か
」「
浄

水
器
は
取
り
付
け
て
い
る
か
」「
一
人

暮
ら
し
か
」
な
ど
聞
か
れ
た
後
、「
お

礼
が
し
た
い
」
と
住
所
も
聞
か
れ
た
。

翌
日
、
業
者
が
訪
ね
て
き
た
が
、
結
局

浄
水
器
を
勧
め
ら
れ
取
り
付
け
た
。
支

払
っ
た
代
金
35
万
円
の
契
約
書
や
領
収

書
も
な
く
、
会
社
名
な
ど
何
も
わ
か
ら

な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス　

高
齢
者
の
自
宅
に
強

引
に
浄
水
器
を
取
り
付
け
る
と
い
っ
た

相
談
が
県
内
で
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
支
払
う
お
金
が
な
い

と
言
っ
た
高
齢
者
を
銀
行
ま
で
連
れ
て

い
く
と
い
っ
た
悪
質
な
事
例
も
あ
る
よ

う
で
す
。
連
絡
先
も
わ
か
ら
ず
、
被
害

回
復
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
知
ら
な
い
人
を
家
に
上
げ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
帰
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
も
帰
ら
な
い
と
き
は
、
110
番
し

て
く
だ
さ
い
。
お
金
を
払
う
前
に
警
察

や
消
費
生
活
窓
口
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　傾聴ボランティア講座受講生の有志が、今年４
月に「ハミング」を立ち上げました。傾聴とは、文
字どおり相手の話をゆっくりじっくり「聴く」こと
です。講座終了後も、傾聴技術の勉強や福祉施設
の訪問などをとおして、より良い傾聴ができるよ
う模索しながら取り組んでいます。一人ひとりの
話をしっかり聴き、心身の健康づくりに役立てれ
ばと思っています。「一度、話を聴いてほしい」と
思っている人は、ご連絡ください。

傾聴ボランティア「ハミング」

●問合先　環境保全課☎（２４６）６２６５

平成23年度のもえるごみ搬入量は、対22年
度比５％の減量を目標にしています。ごみ
の減量化・資源化にご協力をお願いします。

23 年度 22 年度 差（23年度－22年度） 減量率

９　月 932,250㎏ 942,120㎏ △ 9,870㎏ 1.0％

累　計 6,026,460㎏ 6,165,460㎏ △ 139,000㎏ 2.3％

もえるごみ搬入量状況

●
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
（
２
４
６
）
５
１
１
０

く
ら
し
の
ミ
カ
タ

知っ得！
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くらしの

情報
くらしの

情報
11
月
12
日
～
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
殴
る
蹴
る
の
身
体
的
な

暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅

す
、
電
話
や
外
出
を
制
限
す
る
、

な
ど
も
Ｄ
Ｖ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
身
近
に
暴
力
を
受
け

て
い
る
人
が
い
た
ら
相
談
窓
口
を

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口

○
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　

☎（
２
４
５
）７
８
０
１

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
。

○
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
遠
賀
分
室

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
。

　

☎（
２
０
１
）２
８
２
０

○
女
性
相
談
所（
夜
間
は
12
時
ま
で
）

　

☎
０
９
２（
７
１
６
）０
４
２
４

　

全
国
一
斉
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　

ラ
イ
ン
強
化
週
間

　

Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
に
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
職
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

●
期

間　

11
月
14
日
月
～
20

日
日
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

※
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午

後
5
時
で
す
。

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）８
１
０

　
（
全
国
共
通
）

●
問
合
先　

福
岡
法
務
局
人
権

擁
護
部

　

☎
０
９
２（
８
３
２
）４
３
１
１

第
54
回
男
女
別
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
男
子
の
部
）
参
加
チ
ー
ム
募
集

●
日

時　

12
月
18
日
日
・
午

　

前
９
時
～

●
場

所　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

●
参
加
資
格　

中
間
市
内
在
住
者

で
、
同
一
自
治
会
内
に
居
住
す

る
メ
ン
バ
ー
で
編
成
さ
れ
た
チ

ー
ム

●
チ
ー
ム
編
成　

メ
ン
バ
ー
（
９

人
）の
足
り
な
い
自
治
会
に
限

り
、
近
隣
の
自
治
会
か
ら
選
手

を
補
充
で
き
ま
す
。
女
性
を
３

人
ま
で
含
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
代
表
者
会
議　

12
月
13
日
火
・

午
後
６
時
30
分
か
ら
中
央
公
民

館
で
実
施
し
ま
す

●
申
込
方
法　

12
月
９
日
金
ま
で

に
自
治
会
長
を
通
じ
て
、
参
加

申
込
書
を
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
１
、０
０

　

０
円

●
問
合
先　

中
間
市
体
育
協
会

事
務
局

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
１

第
２
回
中
間
市
中
学
校

英
語
暗
唱
大
会

　

市
内
４
中
学
校
の
各
学
年
代
表

24
人
に
よ
る
英
語
暗
唱
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
中
学
生
の
生
き
生
き

と
し
た
暗
唱
大
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
３
日
土
・
午

後
１
時
30
分
～

●
場

所　

中
央
公
民
館

●
問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
２
３

第
５
回
夢
の
つ
ば
さ

ア
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

　

障
が
い
者
も
健
常
者
も
と
も
に

楽
し
め
る
お
祭
り
で
す
。
み
な
さ

ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
４
日
日
・
午

　

前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
内

容　

疑
似
体
験
、
バ
ザ

ー
、
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
参
加
料　

無
料

●
問
合
先　

中
間
市
視
覚
障
害

　

者
の
会
つ
ば
さ
の
会

　

☎（
２
４
４
）６
２
７
２

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

防
災
講
習
会
を
開
催

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
消
防
署
見
学
と
防
災
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
料
金
は
無
料

で
す
。

●
日

時　

11
月
27
日
日

●
時

間　

午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　

消
防
署

●
募
集
人
数　

20
人
・
先
着
順

●
対
象
者　

聴
覚
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
で
、
手
話
が

理
解
で
き
る
人

●
申
込
・
問
合
先　

介
護
保
険
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

　

ＦＡＸ（
２
４
４
）０
５
７
９

予
防
接
種
が
で
き
る

医
療
機
関
が
増
え
ま
し
た

●
追
加
医
療
機
関　

さ
と
う
フ
レ

ン
ズ
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク（
中
尾

一
丁
目
１
‐
21
）

　

☎（
７
０
１
）７
３
３
０

●
受
け
ら
れ
る
予
防
接
種　

子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
三
種

混
合
、
二
種
混
合
、
麻
し
ん
風

し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）、
麻
し
ん
、

風
し
ん
、
日
本
脳
炎
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

小
児
肺
炎
球
菌
、
ヒ
ブ

●
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
４
６
）１
６
１
１

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
ま
す  

　

調
査
は
、
平
成
23
年
12
月
1
日

時
点
で
実
施
し
、
国
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
調
査
区
内
の
世
帯
に
11
月

中
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か
け
て
調

査
員
が
う
か
が
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
福

祉
施
策
に
役
立
て
る
た
め
に
厚
生

労
働
省
が
実
施
す
る
調
査
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

介
護
保
険
課　

　

☎（
２
４
６
）６
２
８
２

ゆ
か
い
な
農
園
入
門
講
座

　
「
Ｅ
Ｍ
で
元
気
な
家
庭
菜
園
」
を

テ
ー
マ
に
、
ゆ
か
い
な
農
園
入
門
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で

す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

11
月
25
日
金
・
午

後
２
時
～
４
時

●
場

所　

ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま

●
講

師　

松
田
和
也
さ
ん

　
（
Ｅ
Ｍ
普
及
会
）

●
定

員　

60
人（
先
着
順
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

中
間
市
社
会

福
祉
協
議
会

　

☎（
２
４
４
）１
２
３
０

　

ＦＡＸ（
２
４
４
）１
２
３
２
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福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉

大
会
を
開
催
し
ま
す

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

は
、「
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
４
日
日
・
午

前
10
時
30
分（
受
付
は
午
前
10

時
～
）

●
場

所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

　
（
春
日
市
原
町
三
丁
目
１
‐
７
）

●
料

金　

200
円（
資
料
代
）

　

記
念
講
演

●
時

間　

午
後
１
時
15
分
～

２
時
30
分

●
テ
ー
マ　

働
く
マ
マ
を
応
援
、

　

24
時
間
保
育
園
の
開
園
に
あ
た

っ
て

●
講

師　

権
藤
光
枝
さ
ん

●
問
合
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
９
２
２

11
月
16
日
は

ノ
ー
残
業
デ
ー

　

福
岡
労
働
局
で
は
、
11
月
を
仕

事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）推
進
期
間
と
し
、

「
今
日
は
定
時
で
帰
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
11
月
16
日
を
一
斉

ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て
実
施
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し

て
い
な
い
企
業
な
ど
は
、
こ
の
機

会
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
導
入
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
合
先　

福
岡
労
働
局
労
働

基
準
部
監
督
課

　

☎
０
９
２（
４
１
１
）４
８
６
２

福
岡
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

●
標

語

　

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金
！

　

使
用
者
も
、
労
働
者
も

●
福
岡
県
の
最
低
賃
金

　

1
時
間　
　

695
円

●
効
力
発
生
日　

10
月
15
日

※
詳
し
く
は
、
福
岡
県
労
働
局
、

ま
た
は
北
九
州
西
労
働
基
準
監
督

署
〔
☎（
６
２
２
）６
５
５
０
〕
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
９
２（
４
１
１
）４
５
７
８

無
料
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査

を
実
施
し
ま
す

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て

無
料
Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
を
実
施
し

ま
す
。
検
査
の
約
１
時
間
後
に
結

果
が
判
明
し
ま
す
。

　

エ
イ
ズ
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
、
だ
れ
で
も
感
染
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
し
て
も
、
早
期
に
治
療
を

受
け
れ
ば
エ
イ
ズ
発
症
ま
で
の
期

間
を
大
幅
に
の
ば
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
感
染
の
有
無
は
検
査
を
し

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
場
所

○
11
月
29
日
火
…
午
前
９
時
～
11

時
、
午
後
１
時
～
４
時
、
宗
像
・

遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
宗
像
市
東
郷
一
丁
目
２
‐
１
）

○
12
月
５
日
月
…
午
後
２
時
～
３

時
30
分
、
宗
像
・
遠
賀
保
健
福

祉
環
境
事
務
所（
遠
賀
分
庁
舎
）

（
水
巻
町
吉
田
西
二
丁
目
17
‐
７
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で

す
。
匿
名
で
の
検
査
可
能
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

柔
剣
道
有
段
者
刑
務
官

採
用
試
験

　

刑
務
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　

10
月
11
日
火
～
11

月
17
日
木

●
募
集
人
数　

男
子
10
人
、
女
子

１
人
程
度

●
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条
件

を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す

○
採
用
時
に
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人

○
採
用
時
の
年
齢
が
22
歳
未
満
の

人
…
２
段
以
上
、
22
歳
以
上
の

人
…
３
段
以
上

○
現
在
柔
道
か
剣
道
を
し
て
い
る
人

●
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
作
文
、

面
接
、
身
体
検
査
、
体
力
検
査

●
第
１
次
試
験
日　

11
月
27
日
日

※
試
験
会
場
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
矯
正
管
区
職

員
課

　

☎
０
９
２（
６
６
１
）１
２
６
０

第
11
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
入
場
、
観

覧
で
き
ま
す
。

●
期

日　

11
月
19
日
土
～
20

日
日

●
場

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ス
モ

ス
コ
モ
ン（
飯
塚
市
飯
塚
14
番

66
号
）

●
開
催
イ
ベ
ン
ト　

野
球
解
説

者
・
坂
東
英
二
さ
ん
の
記
念
講

演
、
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
、
作
品
展
示

な
ど

●
問
合
先　

実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
２（
５
８
４
）１
４
０
１

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化

金
貨
金
融
110
番

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
さ

せ
、
無
価
値
の
商
品
を
法
外
な
金

額
で
購
入
さ
せ
る
業
者
や
、
金
貨

の
売
買
を
仮
装
し
て
暴
利
の
融
資

を
行
う
業
者
の
被
害
の
悩
み
な
ど

に
、
司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
日

時　

11
月
20
日
日
・
午

前
10
時
～
午
後
４
時

●
相
談
電
話
番
号

　

☎
０
９
２（
７
２
４
）９
５
０
５

●
問
合
先　

司
法
書
士
増
井
敦
章

　

☎
０
９
２（
６
６
２
）９
４
１
７

問合先　TEL ０９３-２４３-３９３９

弐号館
計画中 入　居　時　費　用

入居申込金……100,000 円
敷　　　金……  96,000 円

所在地 〒809-0032  中間市中尾１丁目１番 25 号 ※食費は、１か月 30 日換算、１日３食分の料金です

月　　額　　料　　金
家　　　賃……  48,000 円
管　理　費……  12,000 円
食　　　費……  18,900 円
厨房管理費……  26,100 円

合　　　計……105,000 円

あすなろ中間住宅型有料老人ホーム

空室残りわずか
～住み慣れた町で安心して暮らしませんか？～～住み慣れた町で安心して暮らしませんか？～ 有

料
広
告
欄
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〇日時…12月３日土、16日金、22日木・午
後３時～５時（前日まで窓口で予約受付・受
付時間は月曜日～金曜日の午前８時30分～
午後５時15分・定員10人）
●問合先　中間市社会福祉協議会☎（２４４）１２３０

〇日時…12月14日水・午前10時～午後４時
（受付は午後３時まで）
●問合先　総合まちづくり課☎（２４６）２０１７

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
〇日時…12月３日土、16日金・午後３時～５時
●問合先　総務課☎（２４６）６２３２

〇日時…毎月第１～４火曜日・午後１時～
２時…介護保険課（市役所１階）、午後２時
30分～３時30分…ハピネスなかま
●問合先　介護保険課☎（２４６）６２８２

悪質商法などでお悩みのときはご相談ください。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後４時
●問合先　消費生活相談窓口☎（２４６）５１１０

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）など
児童に関する相談をお受けします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）３５１５

未成年者の非行などに関する相談はこちら。
〇受付　月曜日～金曜日・午前９時～午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

あなたが納得のいく生き方ができるようお
手伝いします。
〇受付　月曜日～金曜日・午前８時30分～午
後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課☎（２４５）７８０１

〜気軽にご利用ください〜

無料相談コーナー

補聴器相談
■場所�介護保険課・ハピネスなかま

消費者相談
■場所�産業振興課（市役所別館2階）

家庭児童相談
■場所�家庭児童相談係（市役所 3階）

悩み・いじめ・教育相談
■場所�少年相談センター（働く婦人の家）

行政相談
■場所�ハピネスなかま

県巡回交通事故相談
■場所�ハピネスなかま

心配ごと相談
■場所�ハピネスなかま

女性のための悩みごと相談
■場所�人権男女共同参画課（人権センター）

指
名
手
配
被
疑
者
の
逮
捕
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

警
察
で
は
、
11
月
に
全
国
警
察

の
総
力
を
挙
げ
て
指
名
手
配
被
疑

者
の
追
跡
捜
査
を
行
い
、
被
疑
者
の

早
期
逮
捕
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

が
必
要
で
す
。「
あ
の
ポ
ス
タ
ー
の

犯
人
に
似
て
い
る
人
が
い
た
」
と

い
っ
た
情
報
や
わ
ず
か
な
こ
と
で

も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

折
尾
警
察
署

　

☎（
６
９
１
）０
１
１
０

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

●
日

時　

11
月
26
日
土
・
午

　

前
10
時
～
午
後
４
時

●
場

所　

コ
レ
ッ
ト
井
筒
屋

（
小
倉
北
区
京
町
三
丁
目
１
‐
１
）

●
相
談
内
容　

示
談
書
・
損
害
賠

償
請
求
書
の
作
成
、
保
険
請
求

手
続
き
な
ど

※
予
約
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
９
２（
６
４
１
）２
５
０
１

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す

　

統
合
失
調
症
の
基
本
的
な
知
識

や
地
域
の
支
援
機
関
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

●
開
催
日
・
内
容

○
12
月
２
日
金
・
講
話
「
病
気
の

経
過
と
治
療
に
つ
い
て
」
と
交

流
会

○
平
成
24
年
２
月
３
日
金
・
報
告

会
「
地
域
の
支
援
機
関
か
ら
の

報
告
」
と
交
流
会

●
時

間　

午
後
２
時
～
４
時

●
場

所　

宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所（
宗
像
市
東

郷
一
丁
目
２
‐
１
）

●
申
込
方
法　

11
月
21
日
月
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０（
３
６
）２
４
７
３

職
業
訓
練
生
募
集

●
訓
練
科
目
・
定
員

○
溶
接
施
工
科
・
16
人

○
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
・
30
人

○
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
・
32
人

●
応
募
資
格　

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
で
、
受
講
指
示
ま
た
は
受
講

推
薦
が
得
ら
れ
る
人

●
訓
練
期
間　

６
か
月（
平
成
24
年

１
月
５
日
木
～
６
月
27
日
水
）

●
申
込
締
切　

11
月
25
日
金

●
申
込
先　

八
幡
公
共
職
業
安

　

定
所（
八
幡
西
区
岸
の
浦
一
丁

目
５
‐
10
）

●
選
考
日　

12
月
６
日
火

●
選
考
方
法　

適
性
検
査
、
面
接

●
訓
練
経
費　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
工
具
、
訓
練
生

保
険
料
な
ど
は
個
人
負
担
で
す
。

●
問
合
先　

八
幡
職
業
能
力
開

発
促
進
セ
ン
タ
ー

　

☎（
６
４
１
）６
９
０
９

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

24
年
４
月
生
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、衛
星
放
送（
Ｃ
Ｓ
）

で
授
業
を
行
う
、
国
が
つ
く
っ
た

通
信
制
の
大
学
で
す
。

●
教
養
学
部

○
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
、

１
科
目
か
ら
学
習
で
き
ま
す
。

中
学
校
卒
業
者
、
高
校
中
退
者

で
も
所
定
の
単
位
を
修
得
し
18

歳
に
な
れ
ば
全
科
履
修
生
へ
の

入
学
も
で
き
ま
す

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
の

あ
る
人
は
、
だ
れ
で
も
入
学
で

き
、卒
業
す
る
と
「
学
士（
教
養
）」

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す

●
大
学
院　

18
歳
以
上
で
あ
れ

ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き
ま
す

●
募
集
期
間　

11
月
15
日
火
～
平

成
24
年
２
月
29
日
水

※
入
学
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。　
　

●
資
料
請
求
・
問
合
先　

放
送
大

学
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２（
４
７
３
）１
３
６
５

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０
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健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
教
室

食
事
編
の
受
講
生
を
募
集

　

生
活
習
慣
病
を
改
善
す
る
た
め

の
食
事
の
と
り
方
を
、
病
気
と
の

関
連
を
含
め
て
学
ぶ
教
室
で
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日

時　

12
月
22
日
木
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時（
受
付

は
９
時
～
）

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　

食
事
で
防
ぐ
糖
尿
病

●
内

容　

栄
養
士
の
講
話
、

　

調
理
実
習

●
受
講
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人

○
肥
満
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

改
善
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人

○
家
族
の
調
理
を
担
っ
て
い
る
人

○
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
知
り
た

い
人

○
特
に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値
が

5.1
％
を
超
え
て
、
年
々
上
昇
気

味
の
人

※
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
値
が
5.7
％
以

上
で
、
治
療
中
の
人
も
参
加
で
き

ま
す
。

●
定

員　

40
人（
先
着
順
）

●
参
加
料　

400
円（
食
材
料
費
）

●
持
っ
て
く
る
も
の　

筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
電
卓
、
健

康
手
帳
、
食
品
成
分
表（
お
持
ち

の
人
）

●
申
込
締
切　

12
月
15
日
木

※
受
講
取
り
消
し
の
連
絡
は
、
12

月
16
日
金
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

16
日
以
降
に
受
講
取
り
消
し
を
す

る
場
合
は
、
参
加
料
400
円
を
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）の

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

●
日

時　

11
月
29
日
火
・
午

後
１
時
15
分
～
２
時

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象
児
と
接
種
方
法　

生
後
３

か
月
～
７
歳
５
か
月
の
子
に
41

日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

接
種

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康

手
帳
、
予
診
票

●
料

金　

無
料

●
次
の
よ
う
な
お
子
さ
ん
は
接
種

で
き
ま
せ
ん

〇
発
熱
し
て
い
る
子（
37
・
５
度

以
上
）

〇
下
痢
を
し
て
い
る
子

※
最
近
か
か
っ
た
病
気
や
、
当
日

の
体
調
な
ど
に
よ
り
、
接
種
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
診
票

は
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
健
康

増
進
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

両
親
学
級
・
母
親
学
級
を

開
催
し
ま
す

　

妊
娠
中
を
健
康
に
過
ご
し
、
元

気
な
あ
か
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　

両
親
学
級

　

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日

時　

12
月
４
日
日
・
午

前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
９
時
30
分
～
。

●
内

容　

あ
か
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
入
れ
の
実
習
な
ど

●
申
込
締
切　

11
月
30
日
水

　

母
親
学
級

　

予
約
は
不
要
で
す
。

●
日

時　

12
月
６
日
火
・
午

後
２
時
～
３
時

●
内

容　

栄
養
士
の
講
話

　

い
ず
れ
も

●
場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
保
健

手
帳
、
筆
記
用
具

●
申
込
・
問
合
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

健康ファミリー
保健センターだより

保健センター☎（２４６）１６１１

中間市立病院
☎（２４５）０９８１
中間市蓮花寺三丁目１‐７

■今回の講師■

医療講座
知って得する

№
Medical Lecture

　

み
な
さ
ん
は
超
音
波（
エ
コ
ー
）

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。
超
音
波
と
は
、
人
間
の

耳
に
は
聞
こ
え
な
い
２
万
ヘ
ル
ツ

以
上
の
高
い
周
波
数
の
音
で
身

体
に
機
械
を
当
て
、
魚
群
探
知

機
と
同
じ
原
理
で
、
機
械
を
当

て
た
身
体
の
断
面
を
検
査
し
ま

す
。
放
射
線
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
人
体
に
悪
影
響
は
無
く
、

お
腹
の
中
の
あ
か
ち
ゃ
ん
の
検

査
に
も
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
安
全

で
す
。
内
臓
の
検
査
に
用
い
る

超
音
波
は
、
空
気
と
硬
い
も
の

（
骨
な
ど
）に
は
弱
い
の
で
、
適
切

な
前
処
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
正
し
い
結
果
を
得
る
た

め
の
、
超
音
波
検
査
に
必
要
な

心
構
え
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
般
に
腹
部
の
超
音
波

検
査
を
受
け
る
場
合
は
６
時
間

以
上
の
絶
食
が
必
要
で
す
。
食

事
を
す
る
と
、
胆た

ん
の
う嚢
か
ら
胆
汁

が
十
二
指
腸
に
出
て
し
ま
う
た

め
、
空
気
の
抜
け
た
風
船
の
よ

う
に
、
中
の
様
子
が
詳
し
く
観

察
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
食
事
の
と
き
に
空
気
も
一
緒

に
飲
み
込
ん
で
い
る
た
め
、
胃
の

後
ろ
に
あ
る
、
膵す

い
ぞ
う臓
の
検
査
も

不
十
分
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
に
、
膀ぼ

う
こ
う胱
や
前
立
腺
、
子

宮
、
卵
巣
の
検
査
時
に
は
尿
を

膀
胱
内
に
貯
め
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
下
腹
部
は
大
腸
の

ガ
ス
が
多
く
、
膀
胱
を
大
き
く

す
る
こ
と
で
そ
の
ガ
ス
を
避
け
て

検
査
を
行
う
か
ら
で
す
。

　

さ
ら
に
、
頸
動
脈
の
検
査
時

に
は
、
首
回
り
が
広
く
出
る
よ

う
な
服
装
で
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
は
外

し
て
い
る
と
検
査
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
前
処
置
が
必

要
な
場
合
は
あ
り
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
以
上
で
す
。
ほ
か
の

検
査
が
無
い
場
合
は
水
は
飲
ん

で
構
い
ま
せ
ん
が
、
コ
ー
ヒ
ー
や

ジ
ュ
ー
ス
は
胆
嚢
が
「
食
事
が
入

っ
て
き
た
」
と
勘
違
い
し
て
胆
汁

を
出
し
て
し
ま
う
た
め
、
胆
嚢

が
小
さ
く
な
り
、
正
確
な
検
査

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
検
査
を
受

け
る
と
き
は
、
正
し
い
情
報
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
回
は
超
音
波
検
査
で
分
か

る
か
る
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

超音波検査

50

日野山弘美�超音波検査士
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私
は
世
の
中
か
ら
戦
争
や
い
じ

め
、
さ
べ
つ
が
無
く
な
っ
て

み
ん
な
が
一
生
に
一
つ
し
か
な
い
命

を
大
切
に
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
そ
の
た
め

に
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
み
ん
な
が
思
い

や
り
を
持
ち
、
相
手
の
気
持
ち
を

考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
を
す
る
と
、
相
手
の
い
や
が
る

こ
と
を
す
る
こ
と
が
無
く
な
る
の
で

小
さ
な
け
ん
か
な
ど
が
無
く
な
る

と
思
い
ま
す
。小
さ
な
け
ん
か
で
も
、

ど
ん
ど
ん
大
き
な
け
ん
か
に
な
っ
て

い
っ
て
い
じ
め
な
ど
に
な
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
相

手
の
気
持
ち
を
考
え
て
行
動
す
る

こ
と
は
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、も
っ
と
人
を
愛
し
て
、

す
べ
て
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
で

す
。
最
近
は
、
い
じ
め
ら
れ
て
そ
の

つ
ら
さ
に
た
え
ら
れ
ず
に
、
自
ら
自

分
の
命
を
む
だ
に
し
た
り
、
家
族

や
友
だ
ち
、
全
く
関
係
の
な
い
人
の

命
を
む
だ
に
し
た
り
す
る
事
件
を

よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
世
界
に
は
、
重
い
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
人
々
や
食
べ
物

が
な
い
人
々
な
ど
、
生
き
た
く
て
も

生
き
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
数
多
く

い
ま
す
。
私
は
、
光
武
綾
さ
ん
と
い

う
人
の
お
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
光
武
綾
さ
ん
の
子
ど
も
の
カ

ズ
サ
く
ん
は
が
ん
で
し
た
。
カ
ズ
サ

く
ん
は
ま
だ
小
さ
い
の
に
そ
の
が
ん

で
命
を
う
ば
わ
れ
た
の
で
す
。
そ
ん

な
カ
ズ
サ
く
ん
に
光
武
綾
さ
ん
が
い

つ
も
言
っ
て
い
た
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
「
愛
し
て
る
よ
カ
ズ
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
光
武
綾
さ
ん

は
カ
ズ
サ
く
ん
が
亡
く
な
っ
て
し
ま

う
ま
で
い
つ
も
、「
愛
し
て
る
よ
カ

ズ
」「
愛
し
て
い
る
カ
ズ
」
と
カ
ズ

サ
く
ん
に
言
っ
て
い
た
の
で
す
。
だ

か
ら
カ
ズ
サ
く
ん
が
亡
く
な
っ
た
と

き
も
、「
も
っ
と
カ
ズ
サ
く
ん
を
愛

せ
ば
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
後
悔
は
無

か
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
カ
ズ
サ
く

ん
も
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い

人
の
一
人
で
す
。
私
は
今
ま
で
明
日

が
く
る
の
が
あ
た
り
前
に
思
っ
て
い

ま
し
た
が
こ
の
話
を
聞
い
て
明
日
が

く
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
た

く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
ま
す
。
決
し
て
一
人
で
は
な
い
の

で
す
。
だ
か
ら
そ
の
人
た
ち
に
感
謝

し
て
が
ん
ば
っ
て
生
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
み
ん
な
が

命
を
大
切
に
す
る
と
、
戦
争
な
ど

が
な
く
な
り
、
命
が
む
だ
に
さ
れ
な

く
な
る
と
思
う
の
で
、
も
っ
と
人
を

愛
し
て
、
す
べ
て
の
命
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
も
、
一
日
一
日
を

大
切
に
し
て
、
が
ん
ば
っ
て
生
き
よ

う
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
か
ら

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
な
か
で
は
、

い
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、
い

や
な
こ
と
や
つ
ら
い
こ
と
、
悲
し
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て「
も
う
む
り
」と
か「
死

に
た
い
」
と
か
思
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
こ

と
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

「命の大切さについて」
稙田　千夏�さん
（中間中学校１年）

平成22年度小・中学校人権作文から

子どもたちの
瞳に映るもの

人権問題シリーズ

やめようよ　いじめがあっても　知らんふり
 　　中間中学校３年 讃井　直之さん
日ごろから　気持ちを伝える　ありがとう
 　　中間中学校３年 石原　彩香さん
その笑顔　きっとだれかの　宝物
 　　中間中学校３年 中尾　愛海さん

人　権　標　語

平成24年４月からの保育所入所申込受付が始まります
　保育所は、児童福祉施設です。幼稚園とは違い保護者
の事情で家庭で保育することができない子どもが入所す
る施設です。
　子どもの保育の基本は家庭です。保育所は、保護者に
代わって一時的に子どもを保育するところです。
　子どもの健やかな成長のため、保護者は保育所と十分
に連携を取り合って、子どもの成長を見守ってください。

● 保育所入所基準　保護者や同居の 16 歳以上 65 歳未満
の祖父母、親族、同居人が…
○会社勤務、自営業など仕事に従事している
○病気や障がいなどで、保育が困難
○就学や、就労のための研修を受けている
　	などにより、家庭で保育してもらうことができない子
どものみ入所が可能です。

●提出書類

１．保育所入所申込書
２．保育所入所申込補助表
３．勤務等証明（申告）書
４．平成 23 年分源泉徴収票　または確定申告書の控え
※上記１～３の書類は 12 月１日木からこどもと福祉の課
で配布します。
※上記以外の書類が必要な場合もあります。
●受付期間　12 月９日金～平成 24 年１月 10 日火
※土曜・日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～平成 24
年１月３日）は除きます。
●受付時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
※ 12 月 20 日火と平成 24 年１月６日金は、午後８時ま
で受け付けます。
●受付場所　こどもと福祉の課子育て係（市役所１階）
※現在、保育所入所児童がいる家庭は、各保育園を通じ
て連絡しますので、新規入所児童分もあわせて保育園に
提出してください。

保護者に代わって一時的にお子さんを預かります ●問合先　こどもと福祉の課☎（２４６）６２４８

平成24年４月からの保育所入所申込受付を行います
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Cooking
今月のおすすめ料理 

豆知識！役

に立つ ふんわりおいしいオムレツの作り方。卵をあらかじめ白身と黄身に分け、白身を良く
泡立て、白身が十分に泡立ったら黄身と一緒にしていつもどおりに焼く。

の
みんな

このページは、みなさんでつくる
コーナーです。イラストやマンガ、
エッセイ、お知らせなどをお待ち
しています。はがきで広報広聴係
までご連絡ください。

ひろば
❖�

社
交
ダ
ン
ス
無
料
講
習
会

　　

初
心
者
、
熟
年
者
の
み
な
さ
ん
、
社

交
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
11

月
と
12
月
は
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時

○
毎
週
火
曜
日
…
午
後
１
時
30
分
～
３

　

時
30
分

○
毎
週
水
曜
日
…
午
後
１
時
～
３
時

○
毎
週
土
曜
日
…
午
前
10
時
～
正
午

●
場

所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
問
合
先　

栗
原
宅

　

☎（
２
４
４
）５
３
３
５

❖�

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

公
開
講
座
受
講
者
募
集

　

希
望
が
丘
高
等
学
校
で
は
、
日
ご
ろ

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ

ん
を
お
招
き
し
、
技
術
の
披
露
を
兼
ね

た
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

11
月
15
日
火
・
午
前
10

時
30
分
～
午
後
零
時
30
分（
受
付
10

時
～
）

●
場

所　

希
望
が
丘
高
等
学
校

●
内

容　

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ

　
（
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
パ
ッ
ク
な
ど
）

●
参
加
料　

無
料

※
メ
イ
ク
道
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定

員　

20
名
・
先
着
順

●
申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
・
問
合
先　

希
望
が
丘
高
等
学
校

　

☎（
２
４
５
）０
４
８
１

　

ＦＡＸ（
２
４
５
）３
１
６
６

❖�

櫨
ロ
ウ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

～
世
界
に
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
～

　

1
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
４
日
日

○
午
前
の
部
…
午
前
10
時
～
正
午

○
午
後
の
部
…
午
後
１
時
～
３
時

※
受
付
は
30
分
前
で
す
。

●
場

所　

も
じ
少
年
自
然
の
家

●
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏
名
、
住

　

所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、
午
前

か
午
後
を
記
入
の
う
え
、
往
復
は
が

き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

11
月
22
日
火
・
必
着

●
料

金　

１
人
600
円

●
定

員　

各
回
50
人

　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
申
込
・
問
合
先　

も
じ
少
年
自
然
の

家（
〒
801
‐
０
８
１
２
門
司
区
大
字

喜
多
久
784
‐
１
）

　

☎（
３
４
１
）１
１
２
８

❖�

楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験
in
北
海
道

参
加
者
募
集

●
期

間　

12
月
25
日
日
～
31
日
土
・

６
泊
７
日

●
場

所　

北
海
道
一
周

●
対

象　

小
学
２
年
生
～
６
年
生

●
定

員　

20
人（
先
着
順
）

●
内

容　

全
国
か
ら
参
加
す
る
友

だ
ち
と
の
交
流
体
験
、
野
外
活
動
体

験
、
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
冬
の
動

物
観
察
、
ア
イ
ヌ
部
落
訪
問
な
ど

●
参
加
資
格　

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人
、
ル

ー
ル
を
守
り
、
友
だ
ち
を
大
切
に
す

る
人

●
申
込
締
切　

12
月
９
日
金

※
参
加
料
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

財
団
法
人
国
際
青
少
年

研
修
協
会

　

☎
０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

❖�

11
月
は
フ
ク
オ
カ
・

サ
イ
エ
ン
ス
マ
ン
ス
で
す�

　

11
月
は
、
福
岡
県
内
各
地
で
科
学
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
実
験
や
工
作
教
室

な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
12
、
13
日
に
ア
ク
ロ
ス
福
岡
で

開
催
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
サ
イ
エ
ン

ス
マ
ン
ス
２
０
１
１
」
で
は
、
不
思
議

な
体
験
が
で
き
る
科
学
実
験
ブ
ー
ス
や

科
学
工
作
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

福
岡
県
商
工
部
商
工
政

策
課

　

☎
０
９
２（
６
４
３
）３
４
１
５

作り方
①�れんこんは、皮をむいて薄
いいちょう切りにし、熱湯
でさっとゆでてざるに上げ、
冷ます
②�ピーマンと黄ピーマンは、
ヘタと種を取って乱切りに
し、さっとゆでて水気をき
る。にんじんは、いちょう
切りにしてゆで、ざるに上
げて冷ます
③�ボウルにマヨネーズとみそ
を合わせてよく混ぜ、①②
を加えてあえる

れんこんサラダ

れんこん…120グラム、ピーマン…
30グラム、黄ピーマン…30グラム、にん
じん…20グラム、マヨネーズ…小さじ
２、みそ…小さじ１と２／３

材　料（２人分）

中間市食生活改善推進会（緑の会）
エネルギー87㎉　食塩 0.8ℊ
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▶今号で紹介した「介護保険」。他人事のように考えていた私も、
もうすぐ介護保険料を納付する年齢になります。幅広い世代で考
えなければならない大切な問題だと感じました。�������������������������（健）
▶見た目によらず以外に繊細な私の身体。注意していても毎年こ
の時期になると体調を崩してしまいます。これからますます寒く
なり、慌ただしくなる季節。気合いを入れて乗りきるぞ。������������（謙）

編集
後記

平成22年８月18日生（蓮花寺三丁目）

　ちひろ姉ちゃんが大好き
な元くん。いじめられても
すぐに笑顔の元くんにみん
な癒されます。ありがとう！

津
つ

留
る

元
はじめ

ちゃん
平成20年10月21日生（蓮花寺三丁目）

　歌が大好きなちひろちゃ
ん。元くんの遊び相手いつ
もありがとう。たくさん楽
しい思い出をつくろうね！

津
つ

留
る

ち ひ ろ ちゃん

❖�

も
じ
少
年
自
然
の
家
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

　

元
気
は
つ
ら
つ
ス
ク
ー
ル

　

健
康
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ

け
る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
個
々
の
体

力
に
合
わ
せ
て
ゲ
ー
ム
や
軽
ス
ポ
ー
ツ

に
挑
戦
し
、
楽
し
み
喜
び
を
感
じ
る
こ

と
に
よ
り
心
身
の
健
康
を
保
持
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
期

日　

平
成
24
年
１
月
12
日
～

３
月
15
日
の
毎
週
木
曜
日

●
時

間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分

●
場

所　

北
九
州
市
立
も
じ
少
年

自
然
の
家

●
対

象　

60
歳
以
上
の
男
女

●
定

員　

35
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
内

容

○
第
１
回（
１
月
12
日
）
…
開
校
式
、
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

○
第
２
回（
１
月
19
日
）
…
ス
ポ
ー
ツ
ゲ

　

ー
ム

○
第
３
回（
１
月
26
日
）
…
軽
ス
ポ
ー
ツ

○
第
４
回（
２
月
２
日
）
…
軽
ス
ポ
ー
ツ

○
第
５
回（
２
月
9
日
）
…
軽
ス
ポ
ー
ツ

○
第
６
回（
２
月
16
日
）
…
軽
ス
ポ
ー
ツ

○
第
７
回（
２
月
23
日
）
…
健
康
維
持
の

　

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

○
第
８
回（
３
月
１
日
）
…
軽
ス
ポ
ー
ツ

○
第
９
回（
３
月
８
日
）
…
ハ
イ
キ
ン
グ

○
第
10
回（
３
月
15
日
）
…
ス
ク
ー
ル
オ

　

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
閉
校
式

●
参
加
料　

各
回
ご
と
に
100
円（
傷
害

保
険
料
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

ス
ク
ー
ル
名（
元
気
は
つ

ら
つ
ス
ク
ー
ル
）、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
往
復
は
が
き

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

12
月
20
日
火

　

親
子
で
門
松
作
り
と
も
ち
つ
き

　

親
子
で
楽
し
め
る
内
容
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

12
月
25
日
日
・
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分（
受
付
は

９
時
～
）

●
場

所　

北
九
州
市
立
も
じ
少
年

自
然
の
家

●
対

象　

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定

員　

15
家
族

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

●
参
加
料　

１
人
１
、０
０
０
円

　
（
食
材
・
材
料
代
、
保
険
代
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
年
齢
、
住
所
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
往
復
は
が
き
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　

12
月
15
日
木
・
必
着

　

い
ず
れ
も

●
申
込
・
問
合
先　

北
九
州
市
立
も
じ

少
年
自
然
の
家（
〒
801
‐
０
８
１
２

門
司
区
大
字
喜
多
久
784
‐
１
）

　

☎（
３
４
１
）１
１
２
８

市民図書館だより

　市民図書館の本を借りたまま、諸事情により返却
が遅れている人は、返却をお願いします。現在、市
民図書館は改修工事の
ため、平成24年３月末
まで事務室を子育て支
援センター内に移転し
ています。返却する場
合は、下記の場所と日
時でお願いします。
●�返却受付場所　子育て支援センター内（蓮花寺三

丁目１‐３）
●�返却受付日時　毎週月曜～金曜日・午前８時30分

～午後５時15分
※土曜・日曜日、祝日は閉館。

●�返却受付場所　中央公民館・体育文化センター事
務室
●返却受付日時
○毎週月曜～金曜日…午後５時15分～９時
○土曜日…午前９時～午後９時
●問 合 先　市民図書館☎（２４５）４６６４

本の返却が遅れている
みなさんへ

子育て支援センター（市民図書館隣）

中央公民館と体育文化センターでも
本の返却を受け付けます。
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■今回の「広報なかま」にかかった経費は１部約28円です

俳

　句

末
永

　あつ
し

　選

安
上
り
ち
び
ど
も
連
れ
て
百
均
に

	

朝
霧
一
丁
目	

前
　
田
　
弘
　
子

御
酌
す
る
妻
と
マ
マ
と
の
段
違
い

	

通
谷
六
丁
目	

前
　
田
　
廣
　
次

気
分
よ
く
つ
く
る
料
理
も
良
く
で
き
る

	

弥
生
一
丁
目	

福
　
島
　
梅
　
子

伸
び
き
っ
た
輪
ゴ
ム
こ
れ
で
も
役
に
立
ち

	

中
鶴
一
丁
目	

平
　
野
　
し
ず
子

ま
っ
す
ぐ
に
歩
い
て
い
つ
も
崖
に
出
る

	

弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

昨
日
来
し
道
を
初
め
て
歩
く
ね
と
笑
み
を
浮
か
べ
て
吾
に
言
ふ
母

	

通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
順
　
子

手
花
火
の
後
の
始
末
の
寂
し
け
れ
昨
夜
の
賑
わ
い
耳
に
残
り
て

	

弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

み
ち
の
く
に
紅
蓮
の
焔
夜
を
こ
が
す
瓦
礫
の
山
に
冬
が
近
づ
く

	

朝
霧
二
丁
目	

上
　
山
　
昭
　
子

救
急
車
に
怯
え
る
我
れ
の
耳
塞
ぎ
吾
子
は
必
死
に
我
れ
を
庇
い
し

	

太
賀
一
丁
目
　	

石
　
田
　
順
　
子

方
代
さ
ん
死
し
て
帰
ら
む
故
里
の
右う

ば

ぐ

ち

左
口
村
を
テ
レ
ビ
に
て
知
る

	

中
央
三
丁
目	

掛
　
田
　
清
　
香

母
ゆ
づ
り
な
る
秋
鯖さ

ば

の
味
噌
煮
味

	

太
賀
二
丁
目	

白
　
石
　
紀
　
子

良
き
人
と
出
会
ひ
話
し
て
月
夜
か
な

	

通
谷
一
丁
目	

石
　
松
　
梅
　
子

触
る
蜂
弾
け
る
早
さ
鳳ほ

う

せ

ん

か

仙
花

	

扇
ヶ
浦
四
丁
目	

樋
　
口
　
か
な
え

学ま
な
び
や舎
の
裏
は
葛く

ず

原
葛
の
花

	

扇
ヶ
浦
二
丁
目	

宮
　
崎
　
サ
カ
エ

仲
秋
の
月
天
心
に
翳か

げ

り
な
く

	

上
底
井
野	

小
　
林
　
香
　
子

川

　柳

　

  

吉
富

　廣

　選

扌
船
越
正
枝
さ
ん
（
弥
生
一
丁
目
）・
作

■ 「広報なかま」の配布は発行日から開始します。みなさんのお手元に３日以内でお届けできるようにしています

短

　歌

立
花

　勲

　選

中
間
市
短
歌
会

10月27日に中底井野で行われた稲刈り。これは農業体験の一環として行われているも
ので、今回は中間南小学校の５年生の児童たちが体験。鎌を手に、けがをしないよう
に注意しながら丁寧に刈り取っていました。

表紙
説明


